
　台風19号により、角田市でも736世帯が床上浸水となるなど、
甚大な被害を受けました。災害ごみの搬出や土砂の除去などに、
市内外から来ていただいた災害ボランティアが大活躍。終わった
時には、被災された方から何度も感謝の言葉が送られていました。
《撮影》社会福祉法人角田市社会福祉協議会
撮影日：2019年10月20日　場所：横倉地内
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■角田高校３年生との
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かくだ市議会だより
第204号　　令和元年12月１日

表紙写真・イラスト等募集しています
　詳細は角田市ウェブサイト内「かくだ市議会だ
より表紙写真・イラスト等募集」をご覧ください。

【今号の表紙】『ありがとう！ 災害ボランティアの皆さん！』



　
こ
の
度
の
台
風
19
号
に
よ
っ
て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
へ

衷
心
よ
り
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
我
々
角
田
市
議
会
は
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

正副議長就任のごあいさつ

　
平
素
、
皆
様
に
は
、
角

田
市
議
会
に
対
し
、
格
別

な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
度
の
台
風

19
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
、
心
か
ら
お
悔
や

み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
去
る
10
月
２
日
の
第
３

９
９
回
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
長
・
副
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
任

務
と
使
命
の
重
大
さ
を
深

く
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

　
先
ず
は
、
当
局
と
連
携

し
な
が
ら
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
一
日
も
早
く
日
常
生

活
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
復
旧
・
復
興
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
ま
た
、
急
激
な
少

子
高
齢
化
や
人
口
減
少
へ

の
対
応
な
ど
待
っ
た
な
し

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
角
田
市
議
会
基
本
条

例
を
遵
守
し
、
議
会
の
役

割
を
し
っ
か
り
と
果
た
し

て
い
く
決
意
で
す
。

　
今
後
と
も
格
別
の
ご
指

導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

議　長
渡邊　　誠

副議長
相澤　邦戸

▼
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合

議
会
議
員

星　
　
　
守　
夫

▼
み
や
ぎ
県
南
中
核
病
院
企
業
団

議
会
議
員

八　
島　
定　
雄

黑　
須　
　
　
貫

▼
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
議
員日　

下 

七　
郎

▼
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員

※

は
新
任　

は
再
任

◯
選
挙
管
理
委
員

横よ
こ　
澤さ

わ　
健た

け　
夫お

佐さ　
藤と

う　
　
　
啓け

い

手て　
塚づ

か　
　
　
収

お
さ
む

齋さ
い　
藤と

う　
み　
つ

◯
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

毛も
う　
利り　
勝か

つ　
美み（
第
一
順
位
）

手て　
塚づ

か　
文ふ

み　
雄お（
第
二
順
位
）

水み
ず　
野の　
久ひ

さ　
男お（
第
三
順
位
）

大お
お　

沼ぬ
ま　

順よ
り　

子こ（
第
四
順
位
）

　
議
会
の
運
営
・
改
革
や
会
議
規

則
等
に
つ
い
て
協
議
、
調
査
を
行

い
ま
す
。

　
委
員
長　
武　
田　
　
　
曉

　
副
委
員
長　
武　
藤　
広　
一

　
委　
　
員　
菅　
野　
マ　
ホ

　
委　
　
員　
星　
　
　
守　
夫

　
委　
　
員　
八　
島　
定　
雄

　
委　
　
員　
馬　
場　
道　
晴

　

か
く
だ
市
議
会
だ
よ
り
の
編

集
・
発
行
や
議
会
の
広
報
等
に
関

す
る
こ
と
を
協
議
し
ま
す
。

　
会　
　
長　
武　
藤　
広　
一

　
副
会
長　
武　
田　
　
　
曉

　
委　
　
員　
菅　
野　
マ　
ホ

　
委　
　
員　
星　
　
　
守　
夫

　
委　
　
員　
八　
島　
定　
雄

　
委　
　
員　
馬　
場　
道　
晴

臨時会
第399回

新
し
い
議
会
の
構
成
が

決
ま
り
ま
し
た

選　
　
挙

議
会
運
営
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

傍
聴
者
数　
　
　
　
　
　
１
人

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
イ
ブ
中
継

視
聴
者
数　
　
　
　
延
べ
82
人
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総　務　産　業　常　任　委　員　会
　総務部、農林振興課、商工観光課、会計課、議会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会及び固定資産
評価審査委員会の所管に関する事項について、調査や審査を行います。

◎委員長

堀
ほっ

　田
た

　孝
こう

　一
いち

①志政クラブ
②君萱字仏供田13番地
③68-2809

◯副委員長

武
む

　藤
とう

　広
こう

　一
いち

①志政クラブ
②毛萱字平吾１番地
③65-2225

菊
きく

　地
ち

　利
とし

　衛
え

①令和の風
②花島字三森138番地
③68-3020

小
こ

　湊
みなと

　　　毅
たけし

①創生会
②笠島字竹ノ内6番地1
③65-2393

渡
わた

　邊
なべ

　　　誠
まこと

①無会派
②鳩原字瀬ノ木橋41番地
③69-2057

小
お

　島
じま

　　　正
ただし

①市民クラブ
②小田字西屋敷95番地
③62-5366

日
くさ

　下
か

　七
しち

　郎
ろう

①日本共産党角田市議団
②島田字桜井2番地1
③63-2405

柄
つか

　目
のめ

　孝
こう

　治
じ

①無会派
②角田字牛舘12番地
③62-3171

教 育 厚 生 建 設 常 任 委 員 会
　市民福祉部、都市整備課、下水道課、水道事業所及び教育委員会の所管に関する事項について、調査や審
査を行います。

◎委員長

黑
くろ

　須
す

　　　貫
とおる

①志政クラブ
②島田字四拾刈12番地
③62-0241

◯副委員長

八
や

　島
しま

　定
さだ

　雄
お

①日本共産党角田市議団
②横倉字平41番地2
③62-5540

菅
かん

　野
の

　マ　ホ
①令和の風
②角田字寺前139番地3
③62-4188

武
たけ

　田
だ

　　　曉
あきら

①創生会
②尾山字横町27番地
③62-1132

星
ほし

　　　守
もり

　夫
お

①市民クラブ
②佐倉字小山東196番地
③62-2520

馬
ば

　場
ば

　道
みち

　晴
はる

①無会派
②花島字里前139番地
③68-3017

湯
ゆの

　村
むら

　　　勇
いさみ

①市民クラブ
②横倉字古長岡11番地
③62-1532

相
あい

　澤
ざわ

　邦
くに

　戸
こ

①無会派
②角田字町100番地
③62-2475

常任委員会の構成
市の仕事を大きく２つの分野に分け、専門的に調査・審査等を行います。

凡例：①所属会派
　　　②住所
　　　③電話番号
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８月定例会
第398回

　第398回定例会は８
月２日から８月30日
までの29日間の会期
で開かれました。
　一般質問では８人の
議員が、市政全般にわ
たり論戦を繰り広げま
した。
　市長から提案のあっ
た教育委員会委員の任
命、固定資産評価審査
委員会委員の選任、補
正予算、条例の制定・
改正、決算などの議案
25件については、審
議の結果、原案のとお
り同意・可決・認定し、
人権擁護委員の候補者
の推薦に係る諮問１件
を適任と答申しました。

質疑・討論

■一般・特別会計補正予算一覧
（単位 : 千円）

会計区分 補正額（8月） 補正後の額
一　般　会　計 226,234 13,135,191

特
別
会
計

国民健康保険事業 1,964 3,343,867
後期高齢者医療 2,021 344,939
介 護 保 険 50,442 3,201,822

■一般会計の主な補正予算項目
歳入（収入）	 （単位 : 千円）

項　　　　目 補正額
子ども・子育て支援臨時交付金 30,560
前年度繰越金 114,016

歳出（支出）	 （単位 : 千円）
項　　　　目 補正額

教育・保育給付事業 31,397
上水道管路耐震化事業費出資金 22,082
道路改良事業（地区振興協議会
事業分） 22,000

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

　

従
来
の
制
度
『
角
田
市
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
内
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
除
却
事
業
』
の
補
助
金

の
限
度
額
・
対
象
路
線
等
の
拡

充
を
図
り
、
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
除
却
の
推
進
を
図
る
た
め
、

７
３
５
万
円
追
加
す
る
も
の
。

　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

は
歓
迎
す
べ
き
だ
が
、
早
期
に
全

額
自
費
で
除
却
し
た
方
々
が
補
助

対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
は
無
用
な

不
公
平
感
を
生
み
だ
す
。
補
助
対

象
箇
所
数
も
判
明
し
、
予
算
措
置

が
可
能
な
ら
ば
既
に
除
却
し
た
方

も
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化
に
係

る
経
費
や
地
区
振
興
協
議
会
が
要

望
し
た
道
路
改
良
事
業
、
危
険
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業
、
北
郷
小

学
校
排
水
管
更
新
工
事
費
な
ど
、

当
局
に
よ
る
詳
細
な
説
明
と
質
疑

に
対
す
る
答
弁
に
て
、
必
要
な
補

正
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
す
る
。

反
対
討
論
……
…
武
田
　
　
曉

賛
成
討
論
……
…
馬
場
　
道
晴

今
回
、
制
度
拡
充
し
た
危
険

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
既

に
除
却
し
て
し
ま
っ
た
分
は
補
助

の
対
象
に
な
る
の
か
。

今
回
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
外

も
小
中
学
生
が
通
学
路
と

し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
内
全
域
を
適
用
さ
せ
た
も
の
だ

が
、
既
に
除
却
し
た
場
合
に
お
い

て
は
、
新
制
度
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
期
末

手
当
を
支
給
し
な
い
よ
う
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
す
る
自
治
体
が

あ
る
と
聞
く
が
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度

任
用
職
員
で
も
、
原
則
６
ヵ

月
以
上
勤
務
す
る
場
合
は
、
期
末

手
当
を
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
。

幼
稚
園
・
保
育
園
等
の
利
用
料
の
一
部
を
無
償
化

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
な

ど
の
利
用
料
に
つ
い
て
、
対
象
児
童
の
利
用
料
を
無
償
化
に
す
る
た
め

に
必
要
な
経
費
３
，
０
６
１
万
７
千
円
を
追
加
す
る
も
の
。

問

問

答

答

無
償
化
上
限
額
の
基
準
は
何

か
ら
算
出
し
た
の
か
。

厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
た

対
象
施
設
ご
と
の
無
償
化
の

上
限
額
を
元
に
算
出
し
た
。

歳
入
に
計
上
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
費
負
担
金
等
の
財
源
は
何
か
。

財
源
は
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
に
伴
う
国
県
負
担
金

で
あ
り
、
10
月
か
ら
の
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
分
の
使
い
道
の
一
つ

に
幼
児
教
育
の
無
償
化
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
分
が
充
て
ら
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

問問

議案
第60号

議案
第51号

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
制
定

　
特
別
職
非
常
勤
職
員
・
臨
時

的
任
用
職
員
の
任
用
の
厳
格
化
、

一
般
職
非
常
勤
職
員
の
任
用
等

に
関
す
る
制
度
を
明
確
化
す
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

施
行
期
日
は
令
和
２
年
４
月
１

日
。

答答

総
務
財
政
常
任
委
員
会
で
の 

質
疑

幼稚園・保育園等の利用料無償化の主な対象施設
主な対象施設等 対象児童 無償化上限額 備　考

保育所･
認定こども園
（保育分）

３～５歳児、住
民税非課税帯
の０～２歳児

なし
副食費（おかず代）
を別途徴収（年収
360万円未満相当世
帯は副食費免除）

幼稚園･認定
こども園（幼稚園分）

満３歳児～
５歳児

月額
25,700円

新制度未移行の幼稚
園も含む

幼稚園（預かり保育）満３歳児～５歳児
月額
11,300円

上限額は利用日数に
応じた最大月額

認可外保育施設等
（一時預かり事業、
ファミリーサポート
センター等含む）

３～５歳児 月額
37,000円

非課税世帯の
０～２歳児

月額
42,000円
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大
規
模
災
害
に
備
え
、

総
合
的
な
防
災
訓
練
の

開
催
、
防
災
資
器
材
等

の
備
蓄
・
整
備
、
自
主

防
災
組
織
設
立
の
推
進
、

防
災
士
の
育
成
等
の
支

援
等
を
行
う
も
の
。

賛
成
討
論
……
…
馬
場
　
道
晴

反
対
討
論
……
…
武
田
　
　
曉

反
対
討
論
……
…
日
下
　
七
郎

大
雨
時
に
広
報
車
で
注
意
喚
起
を
行
っ

た
際
、
雨
音
で
広
報
車
の
声
が
聞
こ
え

な
い
場
合
が
あ
っ
た
が
。

大
雨
の
場
合
は
、
事
前
か
ら
の
行
動
が
必
要

で
あ
る
。
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
か
ら
情
報
を
得
る
こ

と
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
情
報
の
集
め
方
な

ど
を
防
災
講
話
等
で
周
知
し
て
い
く
。

問答

平
成
30
年
度
角
田
市
一
般
会
計
決
算

分科会
審査

　
在
宅
一
人
暮
ら
し
・
二
人
暮

ら
し
高
齢
者
等
に
対
し
、
外
出

時
の
支
援
や
軽
易
な
日
常
生
活

上
の
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

在
宅
で
自
立
し
た
生
活
が
継
続

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
火
災

や
空
き
巣
等
の
防
犯
対
策
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
。

防
火
対
策
と
し
て
、消
防
署・

民
生
委
員
・
市
職
員
で
、
火

災
の
多
い
秋
か
ら
冬
に
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
防
犯
対
策
と
し
て
、
民

生
委
員
が
一
人
暮
ら
し
・
二
人
暮

ら
し
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
実
態

確
認
や
声
が
け
等
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
。

問答

介
護
予
防
・
地
域

支
え
合
い
事
業

教育
厚生

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
ふ
る
さ

と
や
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄

附
が
で
き
る
制
度
で
、
寄
附
の

額
に
応
じ
て
所
得
税
等
の
控
除

額
に
参
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
が
、

昨
年
度
比
１
億
７
，
６
９
５

万
７
千
円
増
の
２
億
４
，
５
７
３

万
円
に
伸
び
た
理
由
は
。

全
国
的
に
返
礼
品
率
30
％
に

均
一
化
さ
れ
た
こ
と
、
ア
イ

リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
製
の
生
活
用
品
の

返
礼
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
、

ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
の
拡
充
・

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
制
度
を
利
用

す
る
等
の
寄
附
が
し
や
す
い
環
境

を
整
え
た
こ
と
等
が
要
因
と
考
え

ら
れ
る
。

問答

ふ
る
さ
と
納
税

事
業

産業
建設

災
害
対
策
事
業

総務
財政

　
角
田
市
は
、
市
の
中
心
に
市
街

地
を
形
成
さ
せ
る
た
め
、
区
域
内

に
住
宅
を
集
中
さ
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
郡

部
に
居
住
す
る
方
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
に

つ
い
て
は
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で

除
去
し
き
れ
な
い
放
射
能
汚
染
物

質
が
漏
れ
る
心
配
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
放
射
能
汚
染
廃
棄
物
は
焼
却

せ
ず
に
隔
離
保
管
す
べ
き
で
あ

る
。

　
更
に
、
民
間
保
育
所
が
建
設
さ

れ
た
が
、
園
庭
は
平
ら
で
は
な

く
、
雑
草
が
生
え
て
お
り
、
子
ど

も
達
が
外
で
遊
ん
で
い
な
い
事
の

裏
付
け
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　
以
上
の
問
題
を
指
摘
し
、
反
対

討
論
と
す
る
。

　
議
員
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く

議
員
16
人
で
構
成
す
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
説
明
・

質
疑
の
後
、
３
つ
の
分
科
会
に
付

託
、
詳
細
に
わ
た
る
審
査
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
各
分
科
会
長
よ
り

審
査
内
容
の
報
告
等
が
行
わ
れ
、

討
論
・
表
決
の
結
果
、
平
成
30
年

度
決
算
に
つ
い
て
は
、
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
て
い
る
。

　
財
政
が
厳
し
い
状
況
で
は
あ
る

が
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

に
努
め
ら
れ
た
当
局
の
努
力
に
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
尽
力
す

る
こ
と
を
求
め
、
賛
成
討
論
と
す

る
。

　
市
長
交
際
費
か
ら
「
祝
儀
」
名

目
で
３
回
に
わ
た
り
、
熱
日
高
彦

神
社
の
祭
事
に
計
１
万
５
千
円
が

支
出
さ
れ
て
い
る
。
平
成
29
年
度

に
も
同
様
の
支
出
が
２
回
あ
る
。

新
嘗
祭
や
例
大
祭
等
の
宗
教
法
人

の
祭
事
に
、
市
民
の
皆
様
の
税
金

か
ら
な
る
公
費
を
「
祝
儀
等
」
と

し
て
支
払
い
、
更
に
は
公
用
車
を

使
い
、
運
転
手
を
拘
束
し
て
参
加

し
て
い
る
。
こ
れ
は
公
金
や
公
の

財
産
を
宗
教
上
の
組
織
も
し
く
は

団
体
の
使
用
、
便
益
も
し
く
は
維

持
の
為
に
支
出
し
て
は
な
ら
な
い

と
す
る
日
本
国
憲
法
第
89
条
に
抵

触
す
る
恐
れ
が
非
常
に
高
い
こ
と

か
ら
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

討
論

平成30年度決算審査特別委員会
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議案審議結果一覧
●賛成と反対がわかれたもの	 〇…賛成　×…反対　－…退席又は欠席

会　
議　
名

提　
出　
者

議案
番号 件　　　　　名 審議結果

（賛成：反対）

市民クラブ 志政クラブ 日本共産党
角田市議団 創生会 無会派

高
橋
力
雄

湯
村　
勇

星　
守
夫

細
川
健
也

堀
田
孝
一

八
島
利
美

武
藤
広
一

黑
須　
貫

日
下
七
郎

八
島
定
雄

武
田　
曉

小
湊　
毅

馬
場
道
晴

渡
邊　
誠

相
澤
邦
戸

小
島　
正

第
３
９
８
回
定
例
会

市　
　
　
長

議案
第53号

角田市子どものための教育・保育に関する利用
者負担額を定める条例の一部改正等について

可決
（13：2） 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第58号

市立学校条例及び児童厚生施設条例の一部を改
正する条例の一部改正について

可決
（13：2） 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第60号 令和元年度角田市一般会計補正予算（第３号） 可決

（11：4） 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇

議案
第67号

平成30年度角田市一般会計及び各種特別会計歳
入歳出決算の認定について

可決
（10：5） 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × 〇

議案
第68号

平成30年度角田市水道事業会計利益の処分及び
決算の認定について

可決
（13：2） 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議長（柄目孝治）は採決に加わらない。

議案審議結果

●
横
倉
小
学
校
敷
地
内
自
動
車
通
路
の
整
備
を
求
め

る
陳
情

・
角
田
市
横
倉
字
杉
ノ
堂
７

　
角
田
市
立
横
倉
小
学
校
父
母
教
師
会

代
表　
池　
田　
寛　
幸

皆
さ
ん
か
ら
の
陳
情

《
新
任
》
大お

お　
内う

ち　
啓よ

し　
邦く

に
（
立
町
行
政
区
）

〇
任
期　
令
和
元
年
10
月
１
日
～令

和
５
年
９
月
30
日

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

《
再
任
》
齋さ

い　
藤と

う　
み　
つ
（
鳩
原
行
政
区
）

〇
任
期　
令
和
２
年
１
月
１
日
～令

和
４
年
12
月
31
日

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

《
新
任
》
湯ゆ

の　
村む

ら　
周し

ゅ
う　

一い
ち
（
東
仲
町
行
政
区
）

〇
任
期　
令
和
元
年
10
月
１
日
～令

和
４
年
９
月
30
日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

《
再
任
》
南な

ん　
部ぶ　
信し

ん　
一い

ち
（
新
中
島
北
行
政
区
）

〇
任
期　
令
和
元
年
10
月
４
日
～令

和
５
年
10
月
３
日

識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
の
選
任

《
再
任
》
湯ゆ

の　
村む

ら　
　
　
勇い

さ
み（

後
沖
行
政
区
）

〇
任
期　
令
和
元
年
10
月
２
日
～令

和
５
年
９
月
30
日

議
員
の
う
ち
か
ら
選
任
す
る
監
査
委
員
の
選
任

●全員が賛成したもの
会
議
名

提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

第
３
９
８
回
定
例
会

市　
　
　
長

議案
第48号 教育委員会委員の任命について

議案
第49号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案
第50号 角田市長期総合計画条例の制定について

議案
第51号

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の制定について

議案
第52号 角田市長期総合計画審議会条例の一部改正について

議案
第54号 児童厚生施設条例の一部改正について

議案
第55号

角田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について

議案
第56号

角田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について

議案
第57号

角田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部改正について

議案
第59号

角田市水道事業の設置等に関する条例等の一部改正
について

議案
第61号

令和元年度角田市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号）

会
議
名

提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

第
３
９
８
回
定
例
会

市　
　
　
長

議案
第62号

令和元年度角田市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

議案
第63号

令和元年度角田市介護保険特別会計補正予算（第２
号）

議案
第64号

令和元年度角田市公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

議案
第65号

令和元年度角田市農業集落排水事業特別会計補正予
算（第１号）

議案
第66号 令和元年度角田市水道事業会計補正予算（第２号）

議案
第69号 債権の放棄について

議案
第70号 和解について

議案
第71号 角田市土地開発公社の解散について

議案
第72号 令和元年度角田市一般会計補正予算（第４号）

第
３
９
９
回
臨
時
会

市　
長

議案
第73号

識見を有する者のうちから選任する監査委員の選任
について

議案
第74号 議員のうちから選任する監査委員の選任について
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　一般質問とは、角田市のさまざまな課題等に対して、市長や教育長などに対し、
事務の執行や将来の考えなどを質問することができます。
　質問した議員ごとに要約してお知らせします。

相
澤
邦
戸

八
島
定
雄

武
田　
曉

八
島
利
美

馬
場
道
晴

黑
須　
貫

日
下
七
郎

小
湊　
毅

質
問
議
員

（
質
問
順
）

角
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
（
第
２
次
）
に
つ
い
て

「
角
田
市
に
お
け
る
『
教
員
の
働
き
方
改
革
』
は
ど
こ
ま
で
来
て

い
る
の
か
」
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器
購
入
へ
の
支
援
制
度
導
入
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
学
童
保
育
の
職
員
基
準
緩
和
問
題
に
つ
い
て

　
～
こ
れ
で
子
ど
も
の
命
守
れ
る
か
～

消
費
税
増
税
の
影
響
に
つ
い
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

推
進
に
つ
い
て

子
育
て
し
な
が
ら
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
に
つ
い
て

地
域
自
治
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て

東
根
橋
の
危
険
（
腐
食
損
傷
で
の
劣
化
）
な
車
道
の
欄
干
（
防

護
柵
）
改
修
工
事
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
角
田
市
地
内
の
阿
武
隈
川
に
架
か
る
４
ヵ
所
の
橋
梁
の
維
持

管
理
に
つ
い
て

・
内
町
た
め
池
の
水
質
汚
染
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

道
の
駅
か
く
だ
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

質　
問　
項　
目

11 10 10 9 9 8 8 7 頁

小
　
湊
　
　
　
毅

道
の
駅
か
く
だ
の
こ
れ
ま
で

と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

議
員
▼
４
月
19
日
に
道
の
駅

か
く
だ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
約

４
ヵ
月
に
な
る
。
令
和
元
年

度
の
計
画
は
、
レ
ジ
通
過
者

19
万
５
，
０
０
０
人
、
売
上

高
２
億
６
，
６
１
２
万
円
、

経
常
利
益
が
58
万
円
で
あ
る
。

４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
月
ご

と
の
レ
ジ
通
過
者
と
売
上
高
、

ま
た
、
年
間
の
計
画
が
実
現

で
き
る
見
込
み
な
の
か
。

市
長
▼
テ
ナ
ン
ト
２
店
舗
を

除
い
た
レ
ジ
通
過
者
と
税
抜

き
売
上
高
は
、
４
月
は
12
日

で
２
万
３
，
７
２
６
人
、
１
，

８
８
５
万
円
。
５
月
は
４
万

２
，
３
２
０
人
、
３
，
１
５

４
万
円
。
６
月
は
２
万
６
，

１
２
７
人
、
２
，
２
９
５
万

円
。
７
月
は
２
万
２
，
０
０

０
人
、
１
，
７
９
８
万
円
。

開
業
か
ら
７
月
末
ま
で
の
１

０
４
日
間
の
レ
ジ
通
過
者
数

11
万
４
，
１
７
３
人
、
売
上

高
９
，
１
３
２
万
円
。
当
初

計
画
の
19
万
５
，
０
０
０
人
、

２
億
６
，
６
０
０
万
円
は
達

成
で
き
る
と
見
て
い
る
。

議
員
▼
ヤ
マ
ザ
ワ
さ
ん
の
出

店
に
対
処
す
る
計
画
は
立
て

ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
▼
ヤ
マ
ザ
ワ
角
田
店
は
、

９
月
下
旬
に
オ
ー
プ
ン
予
定

と
伺
っ
て
い
る
。
特
別
な
対

策
は
計
画
し
て
い
な
い
が
、

い
ろ
い
ろ
と
対
応
す
る
と
現

場
か
ら
聞
い
て
い
る
。

議
員
▼
冬
場
か
ら
春
先
に
か

け
て
売
上
げ
を
維
持
す
る
為

の
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
る

の
か
。

市
長
▼
年
間
通
し
て
出
荷
で

き
る
体
制
を
作
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

等
の
設
置
を
す
る
場
合
の
補

助
制
度
を
作
っ
て
い
る
。
秋

冬
期
間
の
園
芸
作
物
の
増
産

を
目
的
と
し
て
西
洋
野
菜
栽

培
の
研
修
会
を
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ

仙
南
と
の
共
催
で
行
っ
た
。

議
員
▼
売
上
を
伸
ば
し
て
利

益
を
上
げ
、指
定
管
理
料（
年

１
，
２
０
０
万
円
）
を
減
ら

し
、
使
用
料
を
市
に
支
払
う

よ
う
な
運
営
会
社
の
姿
が
望

ま
し
い
。

市
長
▼
「
㈱
ま
ち
づ
く
り
角

田
」
が
目
指
す
の
は
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
、
指
定
管
理
料

を
安
く
で
き
る
よ
う
な
、
努

力
を
し
て
い
く
。

議
員
▼
生
産
者
の
方
か
ら
直

売
所
の
出
品
ス
ペ
ー
ス
が
狭

い
の
で
出
せ
な
い
と
い
う
苦

情
を
聞
く
。

市
長
▼
そ
ん
な
に
狭
い
感
じ

は
し
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

広
い
ス
ペ
ー
ス
の
平
台
に
た

だ
並
べ
て
置
く
の
で
は
な
く
、

２
段
３
段
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、

面
積
的
に
は
倍
以
上
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。
屋
根
つ
き

広
場
等
で
店
頭
販
売
を
す
る

と
い
う
工
夫
も
し
て
い
る
。

議
員
▼
道
の
駅
と
ス
ポ
ー
ツ

と
の
連
携
だ
が
、
近
年
特
に

盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
自

転
車
に
対
し
て
の
配
慮
が
な

い
。
自
転
車
愛
好
者
の
方
の

拠
点
に
な
る
よ
う
に
す
べ
き
。

市
長
▼
道
の
駅
開
業
当
初
は

な
か
な
か
立
ち
寄
っ
て
頂
け

な
か
っ
た
。
休
憩
さ
れ
て
、

ト
イ
レ
も
利
用
さ
れ
て
い
て
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
を
利
用
さ
れ

る
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
ス
タ
ン
ド
を
早
急

に
準
備
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
道
の
駅
を
拠
点
に
し
、

丸
森
町
と
組
ん
で
阿
武
隈
川

沿
い
を
走
る
と
い
う
連
携
も

出
て
く
る
の
で
、
広
域
的
な

連
携
の
も
と
に
や
っ
て
い
く

こ
と
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。

８人の議員が市政を問う
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一 般 質 問

日
　
下
　
七
　
郎

東
根
橋
の
危
険
（
腐
食
損
傷
で
の
劣
化
）
な
車
道
の

欄
干
（
防
護
柵
）
の
改
修
工
事
の
促
進
に
つ
い
て

議
員
▼
宮
城
県
管
理
の
東
根

橋
は
、
車
道
及
び
歩
道
の
兼

用
と
し
て
昭
和
43
年
12
月
に

竣
工
し
、
現
在
は
、
車
道
・

歩
道
が
分
離
さ
れ
、
歩
行
者

の
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る

が
、
車
道
の
防
護
柵
は
腐
食

損
傷
で
劣
化
し
、
危
険
で
あ

る
。
東
根
橋
の
車
道
防
護
柵

の
現
状
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
判
断
を
し
て
い
る
か
、

市
長
に
問
う
。

市
長
▼
東
根
橋
は
、
長
さ
が

５
７
３
ｍ
、
幅
員
６
メ
ー
ト

ル
で
、
昭
和
43
年
度
に
架
橋

さ
れ
て
既
に
50
年
が
経
過
し

て
い
る
。
平
成
29
年
度
に
管

理
者
で
あ
る
宮
城
県
が
橋
梁

点
検
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、

構
造
物
の
機
能
に
支
障
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
期

に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態
と

の
評
価
区
分
３
の
早
期
措
置

段
階
判
定
と
な
り
、
現
在
、

橋
梁
の
補
修
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
私
も
随
分
、
錆
が

あ
る
な
と
前
か
ら
気
づ
い
て

い
た
が
、
改
め
て
ご
指
摘
い

た
だ
き
現
場
を
確
認
す
る
と
、

こ
の
防
護
柵
は
相
当
腐
食
し

て
お
り
、
危
険
な
状
態
だ
と

思
っ
た
。
市
職
員
が
現
場
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
破
損
個
所

は
数
十
ヵ
所
あ
り
、
補
修
を

早
急
に
行
う
よ
う
に
す
べ
き

と
判
断
し
て
い
る
。

議
員
▼
危
険
な
状
態
だ
と
市

長
も
認
識
し
て
い
る
の
で
、

防
護
柵
の
工
事
促
進
を
県
に

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
課
長
▼
写
真
の
と

お
り
、
防
護
柵
の
横
の
部
分

が
腐
食
し
、
一
部
朽
ち
て
い

る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
防

護
柵
の
工
事
に
つ
い
て
は
、

工
期
が
令
和
元
年
～
令
和
２

年
で
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
宮

城
県
土
木
事
務
所
に
、
角
田

市
か
ら
安
全
対
策
を
講
じ
る

よ
う
要
望
し
て
い
る
の
で
、

何
ら
か
の
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

地域自治組織の
あり方について

黑　須　　　貫

合
っ
て
も
ら
う
。
地
区
振
興

協
議
会
の
あ
り
方
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
即
し

た
見
直
し
が
必
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員
▼
地
区
振
興
協
議
会
が

10
年
を
経
過
し
検
証
が
行
わ

れ
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、

導
き
出
さ
れ
た
成
果
や
課
題

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
見
直
し

に
反
映
さ
れ
る
の
か
、
市
長

に
問
う
。

市
長
▼
住
民
自
治
の
一
つ
の

形
だ
と
い
う
認
識
が
深
ま
っ

た
と
思
う
が
、
十
数
年
経
過

し
、
時
代
の
変
化
と
と
も
に

形
を
変
え
て
い
く
も
の
だ
。

自
治
セ
ン
タ
ー
が
地
域
づ
く

り
の
場
に
な
れ
る
か
と
い
う

と
、
教
育
機
関
で
あ
る
た
め
、

限
度
が
あ
る
こ
と
が
見
え
て

き
た
。

議
員
▼
自
治
セ
ン
タ
ー
の
あ

り
方
の
再
検
討
の
方
向
性
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
市
長
、

教
育
長
に
問
う
。

市
長
▼
教
育
機
関
と
し
て
の

役
割
か
ら
、
持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
づ
く
り
と
地
域
活
動

団
体
を
支
援
し
て
い
く
自
治

セ
ン
タ
ー
に
変
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
長
▼
市
長
部
局
へ
移
管

し
た
う
え
で
持
続
可
能
な
社

会
を
実
現
す
る
人
づ
く
り
の

議
員
▼
地
域
の
行
政
組
織
・

自
治
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
見
直
し
の
方
向
性
と
進

捗
状
況
を
市
長
に
問
う
。

市
長
▼
自
治
セ
ン
タ
ー
は
、

教
育
機
関
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
住
民
活
動
の
拠
点

の
役
割
を
担
う
機
関
へ
と
変

え
て
行
く
考
え
だ
。
行
政
区

の
再
編
は
、
年
内
に
そ
の
仕

組
み
に
つ
い
て
地
域
で
話
し

観
点
か
ら
、
学
び
を
通
し
た

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
地
域
の
行
政
組
織
・

自
治
組
織
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
地
域
住
民
が
話
し
合
い
、

答
え
を
出
し
て
い
く
こ
と
は

大
切
な
こ
と
だ
。
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
の
開
催

予
定
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て

市
長
に
問
う
。

市
長
▼
ま
ず
、
自
治
セ
ン

タ
ー
、
地
区
振
興
協
議
会
、

行
政
区
再
編
の
進
め
方
に
つ

い
て
、
行
政
区
長
連
絡
協
議

会
の
役
員
会
の
後
、
10
月
に

各
地
区
行
政
区
長
会
で
意
見

交
換
会
、
12
月
に
行
政
区
長

連
絡
協
議
会
で
自
治
組
織
の

研
修
会
を
実
施
し
た
い
。
地

区
振
興
協
議
会
や
行
政
区
の

再
編
に
つ
い
て
は
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
地

区
を
対
象
に
モ
デ
ル
地
区
を

設
定
し
、
地
域
と
相
談
し
な

が
ら
進
め
た
い
。

議
員
▼
こ
れ
か
ら
の
地
域
の

行
政
自
治
の
あ
り
方
を
模
索

す
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
過
疎

化
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た

地
域
の
事
例
が
参
考
に
な
る
。

広
く
事
例
を
集
め
、
柔
軟
に

検
証
・
比
較
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
の
所
見
を
問
う
。

市
長
▼
良
い
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
角
田
市
で
で
き
る

こ
と
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

▲腐食損傷が激しい東根橋の車道の防護柵
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８人の議員が市政を問う

子育てしながら働き
続けられる環境について

八
　
島
　
利
　
美

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進
に
つ
い
て

人
。
同
じ
く
、
平
成
30
年
度

の
対
象
者
は
23
人
。
育
児
休

業
を
取
得
し
た
職
員
は
女
性

全
員
で
11
人
。
育
休
の
取
得

率
は
、
平
成
29
年
度
、
平
成

30
年
度
、
女
性
職
員
は
対
象

と
な
る
全
員
が
取
得
し
１
０

０
％
、
男
性
職
員
は
、
平
成

29
年
度
に
対
象
者
11
人
中
１

人
が
取
得
し
９
．
１
％
、
平

成
30
年
度
は
０
％
で
あ
る
。

議
員
▼
職
員
が
育
休
を
取
得

し
や
す
い
よ
う
に
特
に
男
性

職
員
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う

に
周
知
し
、
配
慮
を
し
て
い

る
の
か
問
う
。

市
長
▼
核
家
族
化
が
進
展
す

る
現
在
、
夫
婦
以
外
に
育
児

等
の
援
助
を
受
け
に
く
い
状

況
下
に
お
い
て
、
父
親
の
育

児
参
加
は
母
親
の
育
児
へ
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
う
。

一
方
で
、
育
児
休
業
期
間
は

給
与
等
の
支
給
が
な
く
な
り
、

多
く
の
場
合
、
家
計
の
主
宰

者
た
る
男
性
職
員
の
育
児
休

業
取
得
で
は
、
収
入
面
で
の

弊
害
も
大
き
く
、
取
得
の
可

否
に
つ
い
て
、
各
家
庭
の
判

断
に
委
ね
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
あ
る
。
今
後
は
、
対
象

と
な
る
男
性
職
員
に
対
し
て
、

長
期
間
の
取
得
だ
け
で
な
く
、

月
単
位
や
時
間
単
位
の
短
期

取
得
、
子
ど
も
が
１
歳
に
な

議
員
▼
本
市
の
職
員
の
男
女

別
育
休
取
得
対
象
職
員
数
、

取
得
日
数
、
取
得
期
間
（
日

数
）、
育
休
取
得
率
に
つ
い

て
問
う
。

市
長
▼
男
女
別
育
休
対
象
職

員
数
に
つ
い
て
、
育
児
休
業

資
格
を
有
し
た
職
員
は
平
成

29
年
度
が
17
人
。
育
児
休
業

を
取
得
し
た
職
員
は
、
男
性

が
１
人
、
女
性
が
全
員
で
６

り
母
親
が
復
職
し
た
後
に
時

期
を
ず
ら
し
て
取
得
す
る
な

ど
、
取
得
に
向
け
て
数
多
く

の
制
度
を
提
案
し
て
い
く
。

お
た
ふ
く
風
邪
の
予
防
接

種
の
助
成
に
つ
い
て

議
員
▼
お
た
ふ
く
風
邪
の
予

防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
、

市
民
の
方
か
ら
、「
今
は
助

成
が
あ
っ
て
当
た
り
前
の
時

代
で
は
な
い
の
か
」
と
の
意

見
を
受
け
た
。
現
在
、
亘
理

町
、
山
元
町
、
岩
沼
市
、
名

取
市
、
丸
森
町
、
蔵
王
町
で

も
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
子

育
て
支
援
と
し
て
、
本
市
に

お
い
て
も
助
成
を
行
う
べ
き

と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を

問
う
。

市
長
▼
以
前
に
ロ
タ
ウ
ィ
ル

ス
の
接
種
に
つ
い
て
も
要
望

が
あ
っ
た
。
お
た
ふ
く
風
邪

の
予
防
接
種
と
こ
れ
が
一
体

的
な
も
の
に
な
っ
て
お
り
、

全
国
市
長
会
と
し
て
し
っ
か

り
国
に
要
望
し
、
国
で
検
討

を
進
め
て
い
る
段
階
に
あ
る
。

国
が
早
く
判
断
を
し
、
定
期

接
種
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。
任
意
接
種
は
様
々

な
問
題
が
発
生
す
る
の
で
、

し
っ
か
り
対
応
で
き
る
制
度

設
計
を
国
で
す
べ
き
だ
と
考

え
る
。

議
員
▼
少
子
高
齢
化
を
は
じ

め
、
生
産
年
齢
人
口
が
急

減
し
て
い
る
地
域
社
会
で
、

様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
、

未
来
を
構
築
し
行
動
す
る
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
地
域
社

会
を
構
築
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
要
に

つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
１
９
３
の
国
連
加
盟

国
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、

全
世
界
の
市
民
社
会
や
企
業
、

国
会
議
員
、
そ
の
他
の
主
体

も
支
持
し
て
い
る
。
日
本
で

も
推
進
本
部
を
設
置
し
、
国

家
戦
略
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実

施
方
針
を
決
定
し
た
。
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
考
え
方
は
、

行
政
目
的
と
も
合
致
し
、
急

激
な
人
口
減
少
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実

現
に
資
す
る
も
の
で
、
行
政

経
営
を
進
め
る
上
で
強
く
意

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員
▼
理
解
を
深
め
る
た
め
、

職
員
や
関
係
者
向
け
の
研
修

会
等
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長
▼
総
合
計
画
等
に
取
り

組
む
際
、
こ
の
概
念
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
、
そ
の

時
に
取
り
組
み
方
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
推
進
組
織
を
整
備
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
▼
ま
だ
組
織
を
整
備
す

る
考
え
は
な
い
が
、
い
ず
れ

日
本
全
体
や
県
が
方
向
性
を

示
す
と
思
う
の
で
、
歩
調
を

合
わ
せ
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
次
期
総
合
計
画
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
込
む
考
え
は

な
い
か
。

市
長
▼
総
合
計
画
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
経
済
・
社
会
・
環
境

の
３
つ
の
視
点
か
ら
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
へ
の
選
定
と
先
進
事
例
と

な
る
モ
デ
ル
事
業
認
定
に
取

り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

市
長
▼
阿
武
隈
川
の
河
川
環

境
の
活
用
で
道
の
駅
や
Ｋ
ス

ポ
も
含
め
て
色
々
な
施
設
を

整
備
し
、
賑
わ
い
を
つ
く
り
、

健
康
づ
く
り
に
活
か
す
な
ど
、

健
康
長
寿
社
会
、
人
生
１
０

０
年
時
代
を
ど
う
過
ご
す
か

と
い
う
大
き
な
目
標
を
持
っ

て
事
業
展
開
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
位
置
付
け
れ
ば
、

一
番
取
り
組
み
や
す
い
。
こ

の
他
に
も
角
田
の
強
み
を
生

か
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
の

理
念
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方

に
よ
り
住
民
同
士
が
つ
な
が

り
共
鳴
し
、
互
い
に
高
め
合

い
、
人
と
経
済
が
循
環
す
る

独
自
の
生
態
系
を
再
生
す
る

こ
と
に
よ
り
、
大
都
市
も
地

域
も
関
係
な
く
全
て
の
日
本

人
が
求
め
る
真
の
豊
か
さ
の

力
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

生
活
に
あ
る
と
考
え
る
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
市
長
の

所
見
を
問
う
。

市
長
▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
将

来
と
も
に
持
続
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
と
理
解
し
て

い
る
。
い
か
に
角
田
市
を
将

来
と
も
に
持
続
で
き
、
未
来

に
繋
ぐ
政
策
が
で
き
る
か
だ

と
思
う
。
モ
デ
ル
都
市
の
新

潟
県
見
附
市
が
、
歩
い
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、
住
ん

で
い
る
だ
け
で
健
康
で
幸
せ

に
な
れ
る
健
康
都
市
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
角
田
市
が
一
歩
前
進

す
る
よ
う
に
し
た
い
。

馬　場　道　晴
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一 般 質 問

武
　
田
　
　
　
曉

消
費
税
増
税
の
影
響
に
つ
い
て

「角田市における『教職員の働き方改革』
はどこまできているのか」について

八　島　定　雄

労
働
で
働
い
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員
▼
私
は
、
学
校
が
ブ

ラ
ッ
ク
な
職
場
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
認

識
が
あ
る
が
。

教
育
長
▼
在
校
時
間
か
ら
見

れ
ば
、
在
校
時
間
が
勤
務
時

間
と
一
致
す
る
の
が
本
当
は

理
想
的
と
思
う
。
教
員
は
、

自
分
の
指
導
に
関
す
る
以
外

の
こ
と
（
保
護
者
・
地
域
の

ニ
ー
ズ
）
も
必
死
に
応
え
よ

う
と
す
る
。
そ
の
た
め
に
時

間
外
労
働
の
時
間
数
が
ど
ん

ど
ん
増
え
て
き
て
い
る
状
況

に
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
と

い
う
言
葉
は
余
り
使
い
た
く

は
な
い
が
、
そ
う
い
う
意
味

で
は
長
時
間
労
働
を
や
っ
て

い
る
職
場
だ
と
感
じ
る
。

議
員
▼
日
本
共
産
党
は
、
教

職
員
の
異
常
な
長
時
間
労
働

を
無
く
す
た
め
の
提
案
を
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、「
持
ち

時
間
数
の
上
限
を
定
め
、
そ

の
た
め
の
定
数
改
善
計
画
を

行
う
。」
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
対
す
る
教
育
長
の
所
見

を
問
う
。

教
育
長
▼
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
た
め
、
今
の
時
期
を

逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
教
師
の
意
識
改
革

を
は
じ
め
、
本
当
に
社
会
が

教
育
問
題
に
関
し
て
、
特
に

働
き
方
、
労
働
時
間
に
関
し

て
注
目
し
て
頂
い
て
い
る
今

の
時
期
に
大
き
く
正
常
化
を

議
員
▼
市
内
の
小
中
学
校
の

教
員
は
長
時
間
、
働
い
て
い

る
と
の
現
状
認
識
（
残
業
時

間
も
含
め
）
に
立
っ
て
い
る

の
か
、
問
う
。

教
育
長
▼
平
成
30
年
度
の
市

内
小
中
学
校
の
教
師
の
時
間

外
労
働
時
間
は
１
人
当
た
り

月
平
均
36
時
間
30
分
で
あ
っ

た
。
１
年
間
で
は
４
３
８
時

間
と
な
り
、
３
６
０
時
間
を

超
え
て
い
る
の
で
、
長
時
間

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
具
体
的
に
は
、
職
務

内
容
を
精
査
し
て
、
教
職
員

の
定
数
の
見
直
し
を
図
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
努

力
す
べ
き
と
私
も
考
え
て
い

る
。加

齢
性
難
聴
者
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
へ
の
支
援
制

度
導
入
に
つ
い
て

議
員
▼
補
聴
器
を
使
え
ば
社

会
参
加
の
ハ
ー
ド
ル
は
低
く

な
る
。
し
か
し
、
障
害
者
認

定
の
な
い
中
軽
度
難
聴
者
は
、

補
聴
器
購
入
に
健
康
保
険
や

公
的
補
助
が
適
用
さ
れ
ず
、

全
額
自
己
負
担
で
あ
る
。
片

方
の
耳
で
も
20
万
円
か
ら
40

万
円
、
両
耳
で
50
万
円
以
上

に
も
な
る
。

　
年
金
生
活
者
や
低
所
得
者

に
は
負
担
が
重
過
ぎ
る
。
近

年
、
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

支
援
制
度
を
導
入
す
る
自
治

体
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
加
齢
性
難
聴
者

に
対
す
る
補
聴
器
購
入
へ
の

支
援
制
度
導
入
を
新
た
に
検

討
す
る
考
え
は
な
い
か
、
市

長
に
問
う
。

市
長
▼
今
の
と
こ
ろ
は
現
状

把
握
を
十
分
に
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の

事
業
を
進
め
る
考
え
は
な
い

が
、
や
は
り
、
障
害
の
程
度

に
応
じ
た
対
応
が
そ
れ
ぞ
れ

必
要
だ
ろ
う
と
は
思
う
。

議
員
▼
消
費
税
導
入
以
降
の

段
階
的
な
税
率
引
き
上
げ
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を

持
つ
の
か
。

市
長
▼
消
費
者
に
与
え
る
影

響
が
あ
り
つ
つ
も
、
国
の
財

政
が
厳
し
い
中
で
財
源
と
し

て
大
変
重
要
だ
。
国
全
体
の

財
政
や
政
策
に
及
ぼ
す
影
響
、

生
活
者
に
及
ぼ
す
影
響
等
を

承
知
し
な
が
ら
導
入
し
、
政

策
目
的
、
目
標
を
果
た
す
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

役
所
に
お
い
て
も
し
っ
か
り

市
民
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

議
員
▼
社
会
保
障
費
と
し
て

国
は
財
源
を
必
要
と
し
て
お

り
、
等
し
く
国
民
に
負
担
し

て
頂
く
と
の
理
念
で
始
ま
っ

た
消
費
税
だ
が
、
そ
の
理
解

は
国
民
や
角
田
市
民
に
定
着

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
か
。

市
長
▼
一
般
的
に
定
着
し
て

い
る
と
思
う
が
ま
だ
十
分
で

は
な
い
。
幾
ら
税
を
上
げ
て

も
経
済
成
長
が
伴
わ
ず
、
経

済
成
長
し
て
い
な
い
か
ら
税

を
上
げ
る
ん
だ
と
い
う
悪
循

環
だ
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
▼
今
回
の
増
税
は
相
当

大
き
な
影
を
市
内
の
中
小
企

業
や
小
売
店
に
落
と
す
と
捉

え
て
い
る
。
地
元
購
買
力
が

低
下
し
、
商
店
街
と
し
て
の

魅
力
低
下
に
よ
り
中
心
商
業

地
と
し
て
の
機
能
低
下
が
進

ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
と

商
工
会
は
分
析
し
て
お
り
、

様
々
な
手
立
て
を
行
っ
て
い

る
。
市
民
１
人
当
た
り
の
平

均
所
得
２
６
０
万
円
と
い
う

状
況
の
中
、
消
費
税
10
％
に

な
れ
ば
年
間
に
し
て
お
よ
そ

３
万
円
の
負
担
増
に
な
る
。

と
な
る
と
、
経
済
の
冷
え
込

み
と
い
う
の
は
本
当
に
来
る
。

果
た
し
て
、
手
放
し
で
こ
う

い
っ
た
状
況
を
見
過
ご
し
て

い
い
の
か
。
自
治
体
と
し
て

知
恵
を
絞
ら
な
い
と
い
け
な

い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
市
が
出
来
る
も
の
は

商
工
振
興
資
金
あ
る
い
は
商

店
街
活
性
化
の
た
め
の
補
助

事
業
で
あ
り
、
個
々
の
商
店

に
対
す
る
直
接
的
な
補
助
は

出
来
な
い
。
新
自
由
主
義
経

済
、
競
争
原
理
の
中
で
、
小

さ
い
店
が
廃
業
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
状
況
が
い
た
る

と
こ
ろ
で
出
て
お
り
本
当
に

寂
し
い
こ
と
で
あ
る
。

議
員
▼
商
工
会
が
つ
く
っ
て

い
る
経
営
発
達
支
援
事
業
に

は
平
成
21
年
か
ら
27
年
ま
で

の
６
年
間
で
１
６
０
社
以
上

の
商
工
業
者
が
減
少
し
て
い

る
と
あ
る
。
今
道
の
駅
が
賑

わ
い
の
交
流
拠
点
と
し
て
、

街
な
か
回
遊
を
し
て
い
く
と

い
う
施
策
も
行
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
あ
る
施
策
を
ど
の

よ
う
に
か
組
み
合
わ
せ
て
底

上
げ
を
図
っ
て
い
く
と
い
う

検
討
会
な
ど
は
行
っ
て
い
る

か
。

市
長
▼
検
討
会
な
る
も
の
を

開
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
商
工
会
会
長
と
は
、
ど

う
し
た
ら
良
い
の
か
と
い
う

よ
う
な
話
は
し
て
い
る
。
道

の
駅
オ
ー
プ
ン
か
ら
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト

ご
と
に
商
店
街
の
中
の
飲
食

店
、
あ
る
い
は
特
定
の
お
店

に
お
客
さ
ん
が
回
っ
て
い
る

と
い
う
実
績
は
出
て
い
る
。

日
常
生
活
の
中
で
売
上
を
ど

う
伸
ば
し
て
い
く
の
か
は
そ

れ
ぞ
れ
の
個
店
の
努
力
と
い

う
こ
と
に
関
わ
っ
て
く
る
こ

と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。

な
か
な
か
全
体
的
な
底
上
げ

に
な
っ
て
い
な
い
が
、
各
種

手
だ
て
を
講
じ
つ
つ
支
援
を

し
て
い
く
。
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８人の議員が市政を問う

角田市男女共同参画計画
（第２次）について

相　澤　邦　戸

た
め
国
や
県
の
計
画
を
勘
案

し
、こ
の
計
画
を
策
定
す
る
」

と
あ
る
。

　
前
計
画
と
比
べ
、
大
き
く

改
革
さ
れ
た
こ
と
は
何
か
。

市
長
▼
農
林
水
産
業
、
商
工

自
営
業
、
防
災
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
を
新
た
に
基
本

目
標
と
し
て
加
え
た
。

議
員
▼
㋑
男
女
共
同
参
画
の

視
点
に
立
っ
た
社
会
組
織
・

制
度
づ
く
り　
㋺
普
及
啓
発

活
動
の
充
実
に
つ
い
て
、
ど

う
実
行
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
く
の
か
。

市
長
▼
㋑
女
性
の
参
画
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。
よ
り
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
審
議

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
い
く
。　

㋺
市
民
・

事
業
者
・
関
係
団
体
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
努
め
て
い
く
。

議
員
▼
㋑
育
児
休
業
や
、
年

次
有
給
休
暇
の
取
得
率
の
向

上
に
向
け
た
啓
発　
㋺
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
各
種
支
援
制

度
の
充
実　
㋩
Ｄ
Ｖ
に
関
す

る
知
識
の
啓
発
に
つ
い
て
問

う
。

市
長
▼
㋑
角
田
市
は
低
い
。

国
・
県
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。　
㋺
出
産

祝
金
、
第
３
子
以
降
の
入
学

祝
金
を
支
給
し
て
い
る
。
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
所
得
制

限
撤
廃
を
検
討
し
て
い
る
。

㋩
乳
幼
児
健
診
時
に
チ
ラ
シ

等
を
配
布
し
て
い
る
。

議
員
▼
住
民
自
治
組
織
等
の

活
躍
で
、
方
針
決
定
の
場
へ

の
女
性
参
画
が
拡
大
す
る
よ

う
情
報
提
供
及
び
意
識
啓
発

に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
行
政
区
長
連
絡
協
議

議
員
▼
平
成
31
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
角
田
市
男
女
共
同

参
画
計
画
の
趣
旨
に
「
平
成

16
年
の
計
画
実
施
に
よ
り
、

取
り
組
み
は
広
ま
っ
て
き
て

い
る
も
の
の
、
性
差
に
関
す

る
偏
見
や
社
会
制
度
・
慣
行

等
が
今
な
お
残
っ
て
お
り
、

一
層
の
努
力
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
理
念
及
び
推
進
の

必
要
性
を
市
民
に
広
く
普
及

啓
発
し
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
を
更
に
促
進
す
る

会
、
各
種
団
体
の
研
修
会
等

で
周
知
・
啓
発
に
努
め
て
い

く
。

議
員
▼
防
災
会
議
等
へ
の
女

性
の
登
用
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
防
災
分
野
に
お
い
て
、

女
性
の
意
見
や
意
思
表
示
は
、

大
変
重
要
で
あ
る
。
更
に
女

性
団
体
に
参
画
を
呼
び
か
け

て
い
く
。

議
員
▼
女
性
防
災
士
を
登
用

し
て
は
ど
う
か
。

市
長
▼
参
考
と
す
る
。

議
員
▼
計
画
の
指
標
で
は
、

項
目
毎
に
目
標
値
を
掲
げ
て

い
る
が
、
ど
の
様
に
達
成
し

て
い
こ
う
と
す
る
の
か
、
具

体
的
施
策
を
問
う
。

　
女
性
委
員
の
審
議
会
登
用

率
を
27
．
５
％
か
ら
45
％
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
長
▼
男
女
の
隔
た
り
が
無

い
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
、
女

性
が
参
画
し
や
す
く
な
る
様
、

検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
子
育
て
の
支
援
や
環

境
に
関
し
て
の
満
足
度
を
13
．

８
％
か
ら
30
％
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て

市
長
▼
親
子
が
安
心
し
て
集

ま
れ
る
身
近
な
場
所
や
、
楽

し
く
遊
べ
る
場
所
を
増
や
し

て
欲
し
い
と
い
う
部
分
で
、

Ｋ
ス
ポ
の
中
で
子
ど
も
の
遊

び
場
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
角
田
市
役
所
の
男
性

職
員
の
育
児
休
業
取
得
率
を

０
％
か
ら
10
％
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て

市
長
▼
ま
ず
、
短
時
間
の
育

児
休
暇
の
取
得
、
次
に
休
暇

を
取
っ
た
場
合
の
昇
級
、
復

帰
後
の
仕
事
の
ポ
ス
ト
等
々

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

26
日　
第
３
９
８
回
定
例
会
招
集
告
示

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

30
日　
議
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

１
日　
か
く
だ
市
議
会
だ
よ
り
２
０
３
号
発
行

２
日　
本
会
議
（
第
１
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
正
副
委
員
長
会
議

６
日　
議
会
運
営
委
員
会

13
日　
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

19
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

20
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

21
日　
決
算
審
査
分
科
会
（
総
務
財
政
・
産
業

建
設
）

22
日　
決
算
審
査
分
科
会
（
教
育
厚
生
）

23
日　
常
任
委
員
会
（
総
務
財
政・教
育
厚
生・

産
業
建
設
）

　
　
　
決
算
審
査
分
科
会
（
総
務
財
政
）

26
日　
全
員
協
議
会

27
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
本
会
議
（
第
３
日
）

29
日　
本
会
議
（
第
４
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

30
日　
本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

25
日　
第
３
９
９
回
臨
時
会
招
集
告
示

２
日　
本
会
議
（
第
１
日
）

11
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

議 

会 

日 

誌

ご
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）結
果

7
月

8
月

10
月

9
月

　
９
月
１
日
～
30
日
の
期
間
で
『
長
期
に

わ
た
り
議
員
活
動
等
が
で
き
な
い
議
員
の

議
員
報
酬
、期
末
手
当
の
減
額
に
つ
い
て
』

の
ご
意
見
募
集（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
か
ら

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
頂
い
た
ご
意
見
を
真
摯
に
捉
え
、
今
後

も
協
議
を
行
う
所
存
で
す
。

　
な
お
、
頂
い
た
ご
意
見
に
対
し
、
議
会

と
し
て
の
考
え
方
を
整
理
し
、後
日
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

⃝

議
員
報
酬
・
期
末
手
当
が
職
務
の
遂
行

に
対
し
て
の
対
価
で
あ
る
な
ら
ば
、
減

額
す
る
こ
と
は
当
然
と
考
え
る
。

⃝

病
欠
と
は
い
え
、
支
払
わ
れ
る
議
員
報

酬
・
手
当
は
、
市
民
の
納
め
る
血
税
で

あ
る
。
長
期
間
活
動
が
で
き
な
い
場
合

は
、
本
人
・
家
族
が
判
断
し
て
、
辞
職

等
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⃝
企
業
（
公
務
員
）
で
あ
れ
ば
、
有
給
休

暇
等
が
あ
り
、
あ
る
程
度
カ
バ
ー
で
き

る
し
、
１
年
以
内
の
休
暇
で
あ
れ
ば
、

今
回
示
さ
れ
て
い
る
報
酬
等
額
よ
り
低

額
で
あ
る
。

　
　
た
だ
し
、
１
年
以
上
活
動
が
で
き
な

い
場
合
は
、
議
員
を
辞
職
す
べ
き
と
思

う
。

長
期
に
わ
た
り
議
員
活
動
等
が
で
き
な
い

議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
の
減
額
に

つ
い
て
の
ご
意
見
の
主
な
内
容
（
抜
粋
）
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ライブ・録画配信をやっています
　この度の台風19号災害で、
被災された皆様に心よりお見舞
いを申し上げます。
　議会といたしましても、一日
も早く元の暮らしに戻れるよう、
復旧・復興に全力で取り組んで
まいる所存です。
　少子高齢化問題をはじめ、当
市の抱える様々な問題に対して、
常に市民目線で真摯に向き合い、
更なる「開かれた議会」の実現
に向けて、取り組んでまいりま
すので、議会に対して気軽に意
見・要望等をお寄せ頂きますよ
うお願いいたします。
　議会だより編集会議

会長　武藤　広一

編集後記

　インターネットを利
用したパソコン・ス
マートフォン・タブ
レット端末及び市役
所東庁舎１階の市民ホールのテレ
ビでもライブ中継がご覧になれま
す。
　また、インターネットによる録
画中継の配信も行っております。

傍　聴　者　数 22人
インターネットライブ中継視聴者数 延べ 139人

第398回（令和元年８月）定例会

７月〜９月 延べ 583人
インターネット録画中継視聴者数

http://www.kakuda-city.stream.jfit.co.jp

を しませんか。議会 傍聴

　11月６日に角田高校３年生との『まちづくりワークショップ』を角田高
校にて開催しました。議員と高校生が話し合う場を設けたのは、昨年に引
き続き今回で２回目です。
　『10年後 目指したい角田を考えよう！』をテーマに、楽しく、そして真
剣に話し合いが行われました。
　生徒からは、「皆で楽しめる娯楽施設がほしい」や「ずっと働ける職場
がほしい」等のほか、「災害に強いまちになってほしい」等、今回の台風
19号の体験も寄せられました。
　最後に、校長先生の講評において「今日は、将来の角田市のために自分
で取り組んでみたいことを話し合った。『SNSでの情報発信』や『ボラン
ティア活動に参加する』等の意見が出ていたが、自分たちができることを発見し、実践していくことが重要である」
とお話をいただきました。
　角田高校の生徒は、台風の被害に遭った家庭にいち早くかけつけてボランティア活動を行い、大変感謝されて
います。被災された地域の復旧・復興が早く進むよう、角田市議会としても精力的に取り組んで参ります。

12月定例会の予定
会期
12月３日（火）～12月19日（木）
本会議の日程（午前10時開会）
3日（火） 提案理由の説明

12日（木） 質疑・自由討議

17日（火） 討論・表決・一般質問

18日（水） 一般質問

19日（木） 最終日

※日程は変更になる場合があります。
※ライブ配信も行います。

角田高校３年生との『まちづくりワークショップ』の報告

▲『現代社会』の授業の中で行いました

★災害に強いまち
★若者からお年寄りまで楽しめるま

ち
★観光客が多いまち
★ファーストフード店やショッピン

グモールなどがあるまち
★高齢者が安心して暮らせるまち
★交通の便が良いまち

●魅　力（いいね！）
　◯地域の行事が面白い
　◯宇宙関連施設がある
　◯スポーツ施設が充実している
●課　題（残　念！）
　▲交通の便が悪い
　▲遊ぶ所が少ない
　▲働く場所が少ない
　▲水害になりやすい

◎ボランティア（災害時も含め）に
参加する

◎既存施設を活かしてスポーツチー
ム強化・アスリートを育成する

◎ずっと働きたいと思える職場を増
やす

◎角田市の良い所を SNS 等で発信
する

◎公共交通を発達させる

（2）どんな角田を目指したい（10年後）（1）角田市の現状 （3）取り組んでみたいこと

12かくだ市議会だより 204号

見
や
す
く
読
み
ま
ち
が
え
に
く
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
お
り
ま
す
。

印
刷

／
佐

藤
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式
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社


